
　
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
の
聖
地
と
し
て
世
界

中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
長
野
県
白
馬

村
。同
村
で
は
、以
前
か
ら
人
口
減
少
が

課
題
で
あ
り
、地
域
唯
一
の
高
校
で
あ
る

長
野
県
白
馬
高
校
は
、１
９
８
９
年
度

に
約
４
０
０
人
だ
っ
た
全
校
生
徒
数
が
、

２
０
０
４
年
度
は
約
２
０
０
人
と
、15

年
間
で
半
減
し
た
。同
校
が
廃
校
に
な

れ
ば
村
存
続
の
危
機
に
つ
な
が
る
と
捉

え
、１
９
９
３
年
、同
村
と
、村
に
隣
接

す
る
小お

谷た
り

村
の
教
育
委
員
会
と
小
・
中

学
校
校
長
、Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
成
る「
白
馬
高

校
を
育
て
る
懇
話
会
」（
以
下
、懇
話
会
）

を
設
置
。
地
域
の
特
色
で
あ
る
観
光
・

環
境
、山
岳
ス
ポ
ー
ツ
系
の
コ
ー
ス
の

導
入
な
ど
で
同
校
の
魅
力
化
を
図
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
生
徒
数
は
年
々
減
少
し
、

２
０
１
３
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
、

統
廃
合
の
対
象
と
な
る
全
校
生
徒
数

１
６
０
人
を
下
回
っ
た
。
懇
話
会
は
、

同
校
の
再
建
案
を
練
っ
て
、
長
野
県
教

育
委
員
会
に
提
出
。
普
通
科
に
加
え
、

全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
国
際
観
光

科
を
新
設
す
る
こ
と
で
存
続
が
決
ま
っ

た
。
同
校
は
、
両
村
長
が
学
校
運
営
に

参
画
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
な
り
、
寮
の
設
置
や
運
営
、
校
外
実

習
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
も
両

村
が
負
担
。
進
学
希
望
者
の
た
め
の
公

営
塾
も
村
費
で
設
置
さ
れ
た
。
学
校
存

続
に
動
い
た
人
々
の
思
い
を
、
関
正
浩

校
長
は
次
の
よ
う
に
代
弁
す
る
。

　「
魅
力
的
な
学
校
と
な
れ
ば
、Ｉ
タ
ー

ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
が
見
込
め
、地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
愛
を
持
ち
、白
馬
の
た
め

に
働
く
人
材
を
育
む
こ
と
も
、
地
域
の

切
実
な
願
い
で
す
」

　
20
年
以
上
に
わ
た
る
取
り
組
み
の
過

程
で
は
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
を
打
ち
出

せ
ば
よ
い
か
、様
々
な
議
論
が
あ
っ
た
。

　「『
優
秀
な
中
学
生
が
村
外
の
高
校
に

進
学
し
な
い
よ
う
、
大
学
合
格
実
績
の

向
上
を
目
指
す
べ
き
』と
い
っ
た
声
が

あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。し
か
し
、そ

れ
で
は
他
校
と
の
差
別
化
は
図
れ
ま
せ

ん
。白
馬
だ
か
ら
こ
そ
設
置
で
き
る
魅

力
的
な
科
目
で
、
目
的
意
識
の
高
い
生

徒
を
県
外
か
ら
も
募
集
す
る
こ
と
を
、

理
想
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
」（
関
校
長
）

　
同
校
は
、
懇
話
会
や
地
域
の
意
見
を

白
馬
の
自
然
と
観
光
業
を

生
か
し
た
学
校
設
定
科
目
で
、

地
域
と
連
携
し
た

実
践
的
な
学
び
を
実
施

実
践

事
例

長
野
県
白
馬
高
校

長
野
県
白
馬
高
校
は
、
急
激
な
生
徒
数
の
減
少
を
受
け
て
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
地
域

ぐ
る
み
で
学
校
の
特
色
化
・
魅
力
化
を
進
め
て
き
た
。
豊
か
な
自
然
や
、
外
国
人
観
光

客
が
多
い
こ
と
で
盛
ん
な
観
光
業
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
学
校
設
定

科
目
を
導
入
。
２
０
１
６
年
度
に
は
、
観
光
業
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
国
際
観
光

科
を
新
設
し
、
全
国
か
ら
生
徒
を
募
集
す
る
こ
と
で
、
生
徒
数
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

1

地
域
の
存
続
を
か
け
た

地
域
唯
一
の
高
校
の
特
色
化

地
域
資
源
を
生
か
し
た

多
彩
な
科
目
を
組
み
込
む
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聞
き
な
が
ら
、
観
光
・
山
岳
な
ど
の
地

域
資
源
を
生
か
し
た
学
校
設
定
科
目
を

設
置
し
た
。
中
で
も
、
16
年
度
に
新
設

し
た
国
際
観
光
科
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
観
光
」「
山
岳
基
礎
」「
環
境
」
な
ど
、

多
彩
な
学
校
設
定
科
目
を
導
入
し
、
地

元
ホ
テ
ル
と
連
携
し
て
１
泊
限
定
で
同

校
生
徒
が
運
営
す
る
「
高
校
生
ホ
テ

ル
」、
地
元
の
ネ
ー
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー

カ
ー
と
英
語
漬
け
の
１
日
を
過
ご
す

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
」
な
ど
、実

践
的
な
学
び
を
行
っ
て
い
る（
図
１
）。

　
学
校
設
定
科
目
は
、
授
業
内
容
や
評

価
方
法
を
シ
ラ
バ
ス
に
明
記
し
、
チ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
以
下
、
Ｔ
Ｔ
）

と
す
る
こ
と
で
、
担
当
教
師
が
異
動
し

て
も
、
特
色
あ
る
教
育
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
と
、
国
際
観
光
科
主

任
の
浅
井
勝
巳
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
例
え
ば
、『
環
境
』
は
理
科
の
教
師

間
で
、『
観
光
』
は
地
理
歴
史
・
公
民

科
と
商
業
科
で
Ｔ
Ｔ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
赴
任
歴
の
長
い
教
師
と
赴
任
し
た

ば
か
り
の
教
師
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
継
承
さ
れ
、

授
業
の
連
続
性
を
担
保
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
学
校
設
定
科
目
は
、
学

校
の
特
色
を
持
続
す
る
上
で
重
要
な
位

置
づ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
学
校
設
定
科
目
の
取
り
組
み
が
進

み
、
地
域
連
携
の
実
績
が
広
ま
る
と
、

地
域
の
協
力
者
が
増
え
た
り
、
違
っ
た

視
点
で
の
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
た
り

と
、
外
部
と
の
連
携
は
さ
ら
に
進
ん
で

い
っ
た
。

　
例
え
ば
、
世
界
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
）

に
関
連
し
た
消
費
者
教
育
で
の
連
携
を

提
案
さ
れ
た
際
は
、
浅
井
先
生
が
担
当

す
る
商
業
科
の
科
目
に
は
時
間
の
余
裕

が
な
か
っ
た
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
中
だ
っ
た
２
年
次
の
「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
で
実
施
で
き
な
い
か
、

担
当
教
師
に
相
談
し
、
６
時
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
現
さ
せ
た
。

　「
本
校
の
特
色
化
に
関
連
す
る
外
部

か
ら
の
提
案
は
、
で
き
る
限
り
受
け
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私
も
担
当

教
師
と
一
緒
に
先
方
の
話
を
聞
き
、
取

り
組
み
の
ね
ら
い
や
期
待
さ
れ
る
効
果

を
共
有
し
て
、
そ
の
取
り
組
み
が
生
徒

の
成
長
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
を
検
討

し
ま
す
。
連
携
先
と
担
当
教
師
が
、
互

い
に
地
域
の
思
い
を
理
解
し
て
協
働
で

き
る
よ
う
、
管
理
職
と
し
て
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
ま
す
」（
関
校
長
）

　
同
校
は
、
全
国
の
中
学
生
へ
の
広
報

活
動
に
も
積
極
的
だ
。学
校
説
明
会
は
、

仙
台
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
な
ど
で

実
施
。
観
光
教
育
・
国
際
理
解
教
育
・

環
境
教
育
・
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
の
４
本
柱

を
前
面
に
出
し
、「
白
馬
で
本
物
に
触

れ
よ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
努
力
が
実
り
、
今
や
生
徒
の
約

４
割
が
、
県
内
他
地
区
及
び
県
外
出
身

者
だ
。

　
同
校
の
特
色
に
引
か
れ
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
が
で
き
る
学
校
だ
と
、
明

確
な
目
的
意
識
を
持
っ
た
生
徒
が
入
学

校
長関

　正
浩　

せ
き
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

国
際
観
光
科
主
任

浅
井
勝
巳　

あ
さ
い
・
か
つ
み

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
商
業
科
。

地域をフィールドにした、
同校の特色ある学び
科目名 取り組み内容

普
通
科

野外と
教養

白馬地域を中心とする自然の中での
体験学習や創造的な活動を通して、
問題解決力や行動力の向上を図る。 

時事問題

現代社会の具体的な諸問題を新聞記
事から取り上げて考察することで、広
い視野から社会と人間についての理
解を深め、判断力を身につける。 

環境
Ⅰ・Ⅱ

地域の大自然をフィールドに観察、調
査、実験を行い、生物とそれを取り巻
く環境について理解を深める。環境Ⅰ
では環境調査についての基礎・基本
を身につけ、環境Ⅱでは環境保全の
ための実践的態度や意欲、思考力・
判断力の育成を図る。 

国
際
観
光
科

観光Ⅰ

地域を知るフィールドワークを行い、
地域の現状と課題について認識を深
める。地歴・公民科と商業科の教師
のチーム・ティーチングで指導する。

観光Ⅱ
ホテル・レストランでサービスの提供
等各種業務に携わり、おもてなしの心

（ホスピタリティ）を身につける。 

グローバル
観光

地域課題の調査や、ボランティア活
動への参加を通じて、持続可能な地
域とはどのようなものかを学び、地
域の理想の未来を提言する。

観光コミュ
ニケーショ

ン英語

地域の外国人がツアー客として参加。
生徒は、一緒に各所を巡りながら英
語でガイドを行う。最後に、地元の観
光業者からフィードバックを受ける。

※学校資料を基に編集部で作成。

図 1

設
立

　
１
９
５
１
（
昭
和
26
）年

形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
観
光
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
60
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
鳥
取
大
、
長
野
県
立
大
、
静
岡
文
化
芸
術

大
に
３
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
桜
美
林
大
、
國
學

院
大
、
専
修
大
、
中
央
大
、
東
洋
大
、
松
本
大
、
関

西
大
、
近
畿
大
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
な
ど
に

延
べ
23
人
が
合
格
。

学
校
概
要

＊　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のター
ゲットから成る。

生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
こ
と
が

進
路
実
現
の
鍵

生徒が輝く学校づくり─高校の特色化・魅力化─
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す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
入
学
時

に
は
学
力
的
に
厳
し
か
っ
た
が
、
同
校

で
夢
や
将
来
像
を
描
き
、
学
校
推
薦
型

選
抜
や
総
合
型
選
抜
で
希
望
進
路
を
実

現
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

　「
自
分
の
目
指
す
生
き
方
や
適
性
が

少
し
で
も
見
え
て
く
れ
ば
、
学
習
に
も

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。
高
校
生
は
ま
だ
発
達
段
階
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
彼
ら
の
心
に
い
か
に
火
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
魅
力
的

な
学
校
で
あ
り
続
け
る
上
で
の
鍵
だ
と

思
い
ま
す
」（
関
校
長
）

　
ま
た
、
地
域
の
人
々
の
意
識
に
も
、

変
化
が
表
れ
て
き
た
。
地
域
住
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
数
年
前
ま

で
「
高
校
卒
業
後
は
地
元
に
残
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
か
っ
た
が
、

今
で
は
、「
一
度
、
外
の
世
界
を
見
て

視
野
を
広
げ
、
白
馬
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
声
が
増
え
て
い
る
。

　「
地
域
に
つ
い
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

地
域
に
親
し
み
を
感
じ
、
地
域
の
た
め

に
何
か
し
た
く
な
る
も
の
で
す
。
地
域

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、

た
と
え
一
度
は
地
域
を
離
れ
た
と
し
て

も
、
白
馬
の
こ
と
を
考
え
続
け
る
生
徒

を
育
て
て
い
き
ま
す
」（
関
校
長
）　

　
特
色
化
を
追
求
し
た
ゆ
え
の
課
題
も

出
て
き
た
。
学
校
設
定
科
目
を
最
大
限

増
や
し
た
結
果
、
国
語
・
数
学
な
ど
の

５
教
科
の
履
修
科
目
数
が
減
少
。特
に
、

国
際
観
光
科
は
文
系
科
目
に
特
化
し
た

教
育
課
程
と
し
た
た
め
、
理
系
科
目
が

少
な
く
、
受
験
校
が
制
限
さ
れ
る
懸
念

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
22
年
度
か
ら
の

新
教
育
課
程
は
、
希
望
進
路
に
幅
広
く

対
応
で
き
る
よ
う
改
訂
す
る
。
具
体
的

に
は
、
国
際
観
光
科
の
生
徒
が
普
通
科

の
科
目
を
履
修
で
き
る
よ
う
、
選
択
科

目
を
柔
軟
に
設
定
す
る
予
定
だ
。

　「
多
彩
な
学
校
設
定
科
目
や
探
究
学

習
で
視
野
を
広
げ
て
も
、
大
学
入
試
で

必
要
と
さ
れ
る
科
目
を
履
修
し
て
い
な

い
こ
と
で
希
望
の
大
学
が
受
験
で
き
な

い
と
な
れ
ば
、
学
習
意
欲
が
低
下
し
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取

グランドデザイン

※学校資料を一部抜粋して掲載。

図 2

新
課
程
で
は
入
試
も
見
据
え
、

柔
軟
な
科
目
選
択
を
可
能
に
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る
か
が
、
特
色
化
・
魅
力
化
の
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
」（
浅
井
先
生
）

　
そ
う
し
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
特

色
化
は
今
後
も
一
層
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
１
つ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
軸
に
し
た

小
・
中
学
校
と
の
連
携
だ
。
地
元
の
小
・

中
学
校
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に

し
た
授
業
を
地
域
と
連
携
し
て
実
施
し

て
お
り
、
高
校
生
が
小
・
中
学
校
を
訪

れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
教
え
る
と
い

う
交
流
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　「
今
後
は
、小
・
中
・
高
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
学
ぶ
内
容
を
整
理
・
共
有
し
、

学
び
の
連
続
性
を
持
た
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
白
馬
高
校
に
進
学
す
る

と
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
開
発
が
で

き
る
、
断
熱
材
を
使
っ
た
省
エ
ネ
に
つ

い
て
研
究
で
き
る
な
ど
、
小
・
中
学
校

で
の
学
び
を
本
校
で
は
ど
の
よ
う
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
、小・

中
学
生
の
段
階
か
ら
伝
え
て
い
く
こ
と

で
、
本
校
へ
の
進
学
希
望
者
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
関
校
長
）

　
20
年
度
に
長
野
県
の
公
立
高
校
で
実

　
長
野
県
で
は
、新
た
な
高
校
の
あ
り
方
に

つ
い
て
校
長
な
ど
と
繰
り
返
し
議
論
を
重

ね
、２
０
１
８
年
９
月
に
策
定
し
た「
高
校

改
革
～
夢
に
挑
戦
す
る
学
び
～
実
施
方
針
」

の
中
で
、学
校
ご
と
に「
３
つ
の
方
針
」と

「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」を
策
定
す
る
施
策

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
各
校
の

教
育
活
動
を
体
系
化
し
て
地
域
や
社
会
と

共
有
し
、
中
学
生
の
進
路
選
択
に
資
す
る

と
と
も
に
、
高
校
が
自
校
の
特
色
・
魅
力

づ
く
り
を
進
め
、
さ
ら
な
る
教
育
の
質
的

向
上
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。策
定
に
あ

た
り
、３
つ
の
方
針
は
中
学
生
が
理
解
で
き

る
平
易
な
表
現
に
す
る
こ
と
、グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
は
分
か
り
や
す
い
も
の
に
す
る
こ

と
を
各
校
に
伝
え
た
上
で
、
教
頭
を
対
象

と
し
た
研
修
を
実
施
し
、
19
年
に
は
教
育

委
員
会
が
各
校
の
試
案
す
べ
て
に
対
し
て

具
体
的
な
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
つ
の
方
針
は
、
各
校
が
元
々
掲
げ
て

い
る
教
育
目
標
や
校
訓
・
校
是
を
踏
ま
え
、

自
校
の
強
み
や
特
色
等
を
整
理
・
再
構
築

す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
策
定
す
る
も
の

で
す
。
本
県
で
は
、
最
初
に
育
成
を
目
指

す
生
徒
像
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
３
つ
の

方
針
が
策
定
し
や
す
く
な
る
と
考
え
、
生

徒
育
成
方
針
を
定
め
た
上
で
、
教
育
課
程

編
成
・
実
施
方
針
、
生
徒
募
集
方
針
を
具

体
化
し
て
い
く
手
順
を
示
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
現
場
か
ら
戸
惑
い
の
声
も
上

が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
策
定
に
向
け
た

生
徒
・
保
護
者
や
地
域
と
の
議
論
は
、
自

校
の
強
み
や
特
色
を
再
認
識
す
る
機
会
と

な
り
、
教
育
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

動
き
に
も
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

学
校
説
明
会
等
で
中
学
生
に
自
校
の
強
み

や
特
色
を
説
明
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
っ

た
声
も
耳
に
し
て
い
ま
す
。

　
３
つ
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
生
徒
・
保

護
者
や
地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
不
断

の
見
直
し
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
各
校
の
特
色
が
一
層
明
確
化
し
、
魅

力
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

［
お
話
を
聞
い
た
先
生
］
学
び
の
改
革
支
援
課

教
育
幹
兼
高
校
教
育
指
導
係
長

　廣ひ
ろ

田た

昌
彦

／
高
校
教
育
指
導
係
主
任
指
導
主
事

　腰こ
し

原は
ら

智と
し

達み
ち

／
高
校
教
育
指
導
係
長
（
当
時
）
斉さ

い

藤と
う

則の
り

章あ
き

（
現
・
飯
田
高
校
校
長
）
／
高
校
教
育

指
導
係
主
任
指
導
主
事
（
当
時
）
小お

口ぐ
ち

雄ゆ
う

策さ
く

（
現
・
諏
訪
清
陵
高
校
校
長
）

施
さ
れ
た
「
３
つ
の
方
針
」
と
「
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
策
定
は
、
特
色
化

に
注
力
し
て
き
た
同
校
が
、
改
め
て
自

校
の
目
指
す
方
向
性
や
育
て
た
い
生
徒

像
を
振
り
返
る
機
会
に
な
っ
た
。
同
校

は
、
以
前
か
ら
生
徒
募
集
で
伝
え
て
き

た
内
容
を
「
生
徒
募
集
方
針
」
に
、
学

び
の
内
容
を
「
教
育
課
程
編
成
・
実
施

方
針
」
に
整
理
し
て
い
っ
た
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
図
２
）の
策

定
は
、本
校
が
積
み
上
げ
て
き
た
取
り

組
み
を
改
め
て
整
理
し
、校
内
で
共
有

す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。本
校
の
特

色
や
魅
力
を
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
や

す
く
な
り
、連
携
先
に
本
校
の
教
育
方

針
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
容
易
に

な
り
ま
し
た
。地
域
の
方
と
よ
り
よ
い

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
対

話
の
ツ
ー
ル
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
」（
浅
井
先
生
）

　
さ
ら
に
、
学
校
設
定
科
目
を
始
め
と

す
る
特
色
あ
る
学
び
が
、
生
徒
の
学
習

意
欲
や
生
徒
育
成
方
針
に
掲
げ
る
「
課

題
解
決
能
力
、協
働
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」
に
ど
の
程
度
結
び
つ
い
て

い
る
か
を
生
徒
に
よ
る
自
己
評
価
な
ど

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
教
育
活
動
の

改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

「３つの方針」の
策定は、どのように
進められたのか

長野県教育委員会に聞く

取
り
組
み
を
整
理
し
て
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

生徒が輝く学校づくり─高校の特色化・魅力化─
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